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第 2 章では，機械が 2 台で時間遅れのあるスケジュ←リングのモデル (Mi tten モデル)において，
処理順序に制限がある場合に，全経過時間を最小にするスケジュールを求めるアルゴリズムを与え，
また 2 つの機械で処理順序が異ってもよい場合についても考察を行っている。
第 3 章では，機械が 3 台のフロー・ショッ 70 ・スケジューリングにあ、いて，処理順序に制限がある
場合に，全経過時IIIJ を最小にする問題を扱い，この場合に， 3 つの機械で同一処理順序をもっスケジ
ュールだけを考えれば十分であることを示している。
第 4 章では，機械が l 台で処理順序に制限があり， さらに処理時間および工期が砿・率変数である場
合に，種々の評価基準に付する最適順序を求める方法を考察している。
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第 5 章では，機械が 2 台のフロー・ショッ 70 ・スケジューリングにおいて，処理時間が指数分布に







本論文では，このような処理順序に制限がある場合において，機械が 2 台および 3 台のときに，全
経過時間を最小にする最適スケジュールを求める有効なアルゴリズムを与え，さらに機械が 1 台およ
び 2 台のときに，処理時間あるいは工期が確率変数である場合について，種々の評価基準に対する最
適順序を求める方法をも与えている。
以上の結果は，数理工学上きわめて有用であり，応用上でも生産工学の発展に寄与するところが大
きい O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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